
宇
佐
八
幡
と
一
切
経

牧

伸

行

は
じ
め
に

宇
佐
八
幡
宮
の
名
が
六
国
史
で
は
じ
め
て
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、『
続
日
本
紀１

）

』

巻
十
二
天
平
九
年
（
七
三
七
）
四
月
乙
巳
朔
条
で
あ
り
、
対
新
羅
関
係
を
諸
神
に

報
告
し
た
中
に
「
八
幡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、

夏
四
月
乙
已
朔
。
遣

使
於
伊
勢
神
宮
。
大
神
社
。
筑
紫
住
吉
。
八
幡
二
社

及
香
椎
宮
。
奉

幣
以
告

新
羅

禮
之
状
。

と
あ
り
、
こ
の
記
事
を
初
見
と
し
て
八
幡
宮
の
名
が
六
国
史
に
登
場
す
る
。

そ
の
後
、
藤
原
広
嗣
の
乱
に
際
し
て
は
、『
続
日
本
紀
』
巻
十
三
天
平
十
二
年

（
七
四
〇
）
十
月
壬
戌
（
九
日
）
条
に
そ
の
平
定
を
祈
請
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

乱
平
定
後
に
は
、
宇
佐
八
幡
宮
に
報
賽
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
『
続
日
本
紀
』

巻
十
四
天
平
十
三
年
（
七
四
一
）
閏
三
月
甲
戌
（
廿
四
日
）
条
に
み
え
、

甲
戌
。
奉

八
幡
神
宮
秘
錦
冠
一
頭
。
金
字
最
勝
王
經
。
法
華
經
各
一
部
。

度
者
十
人
。
封
戸
馬
五
疋
。
又
令

造

三
重
塔

區
。
賽

宿
禱

也
。

と
、『
最
勝
王
経
』
や
『
大
般
若
経
』
及
び
度
者
が
奉
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は

三
重
塔
が
造
ら
れ
る
な
ど
神
仏
習
合
的
な
色
彩
が
濃
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
神

仏
習
合
は
奈
良
時
代
か
ら
そ
の
萌
芽
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る２

）

が
、
な
か
で
も
宇
佐
八
幡
宮
の
場
合
は
比
較
的
早
い
例
に
入
る
も
の
と
思
わ
れ
る３

）

。

六
国
史
の
中
に
み
え
る
一
切
経
の
書
写
記
事
の
中
で
、
宇
佐
八
幡
の
た
め

に
書
写
さ
れ
た
一
切
経
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
い
、
そ
の
契
機
と
な
っ
た
宇

佐
八
幡
の
託
宣
と
和
気
清
麻
呂
を
は
じ
め
と
す
る
和
気
氏
と
の
関
係
に
つ
い

て
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
宇
佐
八
幡
に
お
け
る
一
切
経
の
書
写
は
単

に
宗
教
的
な
意
味
合
い
を
持
つ
だ
け
で
は
な
く
、
託
宣
を
受
け
た
和
気
氏
、

さ
ら
に
は
宇
佐
八
幡
と
和
気
氏
と
の
両
者
の
関
係
に
よ
っ
て
書
写
が
行
わ
れ

た
も
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

宇
佐
八
幡

託
宣

一
切
経

和
気
清
麻
呂

〔
抄

録
〕

一
二
五

佛
教
大
学

歴
史
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論
集
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宇
佐
八
幡
宮
に
お
け
る
神
仏
習
合
の
例
は
数
多
く
存
在
し
、
六
国
史
で
も
『
日

本
後
紀
』
巻
十
七
大
同
四
年
（
八
〇
九
）
閏
二
月
丁
酉
（
廿
一
日
）
条４

）

で
は
「
八

幡
大
菩
薩
」
と
菩
薩
号
を
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
六
国
史
の
中
で
特
に
注
目

さ
れ
る
こ
と
の
一
つ
と
し
て
八
幡
と
一
切
経
の
記
事
が
散
見
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

記
事
は
、
単
独
の
場
合
も
あ
る
が
、
関
連
し
て
い
る
記
事
も
存
在
し
て
お
り
、
宇

佐
八
幡
宮
と
一
切
経
と
の
関
連
の
記
事
は
、

Ａ
『
類
聚
国
史
』
巻
百
八
十
諸
寺
一
七
九
諸
宗

天
長
元
年
（
八
二
四
）
九
月

壬
申
（
廿
七
日
）
条５

）

Ｂ
『
類
聚
国
史
』
巻
五
十
八
「
八
幡
大
神
」

天
長
六
年
（
八
二
九
）
五
月
丁

酉
（
十
九
日
）
条

Ｃ
『
続
日
本
後
紀
』
巻
二
天
長
十
年
（
八
三
三
）
十
月
戊
申
（
廿
八
日
）
条６

）

Ｄ
『
日
本
三
代
実
録
』
巻
二
七
貞
観
十
七
年
（
八
七
五
）
三
月
廿
八
日
辛
亥
条７

）

以
上
の
四
例
と
な
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
こ
の
う
ち
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

は
関
連
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
Ｄ
の
み
が
八
幡
宮
の
一
切
経
に
つ
い
て
の

も
の
で
あ
っ
て
も
独
自
の
記
事
と
い
え
る
。
こ
の
う
ち
Ａ
〜
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
八

幡
と
一
切
経
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
和
気
氏
の
関
与
も
考
え
ら
れ
る

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
以
下
に
考
察
を
加
え
て
行
き
た
い
。

一

六
国
史
に
み
え
る
宇
佐
八
幡
宮
一
切
経
関
連
記
事
の
検
討

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
宇
佐
八
幡
宮
と
一
切
経
に
関
連
す
る
記
事
は
、
四
例
存

在
す
る
。
以
下
に
、
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
Ａ
〜
Ｄ
の
全
文
を
煩
雑
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
を
挙
げ
る
。

Ａ
『
類
聚
国
史
』
巻
百
八
十
諸
寺
一
七
九
諸
宗

天
長
元
年
（
八
二
四
）
九
月

壬
申
（
廿
七
日
）
条

以

高
雄
寺

爲

定
額
。

定

得
度
経
業
等
。
正
五
位
下
行
河
内
守
和
氣
朝

臣
眞
綱
。
從
五
位
下

正
少
弼
和
氣
朝
臣
仲
世
等
言
。
臣
聞
。
父
構
子
終
。

謂

之
大
孝
。
營

公
献

可
。
惟
忠
惟
孝
。
不

可

不

順
者
也
。
昔
景
雲
年

中
。
僧
道
鏡
。
以

佞
邪
之
資
。
登

玄
扈
之
上
。
辱

法
王
之
號
。
遂

窺

之
心
。
偏

邪
幣
御
群
神
。
行

権
譎
御
佞
黨
。
爰
八
幡
大
神
。
痛

天

嗣
之
傾
弱
。
憂

狼
奴
之
将

興
。
神
兵
尖

鋒
。
鬼
戦
連

年
。
彼
衆
我
寡
。

邪
強
正
弱
。
大
神
歎

自
威
之
難

當
。
仰

佛
力
之
奇
護
。
乃
入

御
夢

請

使
者
。
有

。
追

引
臣
等
故
考
従
三
位
民
部
卿
清
麻
呂
。
面
宣

御
夢
之

事
。
仍
以

天
位
譲

道
鏡

之
事
上
。
令

言

大
神
。
清
麻
呂
奉

詔
旨
。
向

宇
佐
神
宮
。
于

時
大
神
託
宣
。
夫
神
有

大
少
。
好

不

同
。
善
神

淫

祀
。
貪
神
受

邪
幣
。
我
爲

紹

隆
皇
緒
。
扶

濟
国
家
。
寫

造
一
切
経
及

佛
。
諷

誦
最
勝
王
經
万

。
建

一
伽
藍
。
除

凶
逆
於
一
旦
。
固

社

於

万
代
。
汝
承

此
言
。
莫

有

違
失
。
清
麻
呂
對

大
神

誓
云
。
国
家
平
定

之
後
必
奏

後
帝
。
奉

果

神
願
。
粉
骨

命
。
不

錯

神
言

。還
奏

此
言
。

遭

時
不
遇
。
身
降

刑
獄
。
遂
配

荒
隅
。
幸
蒙

神
力
。
再
入

帝
都
。
後

田
原
天
皇
。
寳
龜
十
一
年
。
數
奏

此
事
。
天
皇
感
嘆
。
親
製

詔
書
。
未

行
之
間
。
遇

讓
位
之
事
。
天
應
二
年
又
奏

之
。
柏
原
先
帝
。
即
以

前
詔
。

普
告

天
下
。
至

延
暦
年
中
。
私
建

伽
藍
。
名
曰

神
願
寺
。
天
皇
追
嘉

先
功
。
以

神
願
寺
。
爲

定
額
。
今
此
寺
地
勢
汚
穢
。
不

壇
場
。
伏
望

相

替
高
雄
寺
。
以
爲

定
額
。
名
曰

神
護
國
祚
真
言
寺
。
佛
像

依

大
悲

胎
藏
及
金
剛
界
等
。
簡

解

眞
言

僧
〔
一
カ
〕

二
七
人
。
永
爲

国
家
。
修

行
三
密

一
二
六

宇
佐
八
幡
と
一
切
経
（
牧

伸
行
）



法
門
。
其
僧
有

闕
。

有

道
行

僧

補

之
。
又
簡

貞
操
沙
弥
二
七
人
。

令

轉

讀
守
護
国
界
王
經
。
及
調
和
風
雨
成
熟
五
穀
經
等
。
晝
夜
更
代
。
不

其
聲
。
七
年
之
後
。
預

得
度
。
一
則
果

大
神
之
大
願
。
二
則
除

國
家

之

難

者
。

。
一
代
之
間
。
毎
年

度

一
人
。
又
備
前
國
水
田
廿
町
。

賜

傳
二
世

爲

功
田

者
。
入

彼
寺

充
。
果

神
願

者
。
更
延

二
世
。

自
餘
依

請
。

Ｂ
『
類
聚
国
史
』
巻
五
「
八
幡
大
神
」

天
長
六
年
（
八

九
）
五
月
丁
酉
（
十

九
日
）
条

丁
酉
。
令

僧
十
口
。
轉

讀
一
切
経
八
幡
大
菩
薩
宮
寺
。

Ｃ
『
続
日
本
後
紀
』
巻

天
長
十
年
（
八
三
三
）
十
月
戊
申
（
廿
八
日
）
条

戊
申
。

景
雲
之
年
八
幡
大
菩
薩
所

告
。
至

天
長
年
中
。
仰

大
宰
府
。

寫

得
一
切
經
。
至

是
便
安

置
弥
勒
寺
。
今
更
復
令

寫

一
通
。
置

之
神

護
寺
。

Ｄ
『
日
本
三
代
実
録
』
巻
二
七
貞
観
十
七
年
（
八
七
五
）
三
月
廿
八
日
辛
亥
条

廿
八
日
辛
亥
。
遣

傳
灯
大
法
師
位
安
宗
於
大
宰
弥
勒
寺
。
安

置
一
切
經

三
千
四
百
卅
二

大
乘
經
二
千
二
百
十
四

。
大
乘
律
五
十

。
小
乘
律
五

百

。
録
外
經
百
六
十
七

。
先

是
。
故
太
政
大
臣
藤
原

〔
良
房
〕

朝
臣
欲

令

今
上

垂
拱
而
馭

百
靈
。
無
爲
而
安

万
民
。
奉

爲
八
幡
大
菩
薩
。
於

豊

前
國

寫

一
切
經
。
令

故
傳
灯
大
法
師
位
行
敎

校
其
事
。
繕
寫
功
成
。

始
有

首
尾
。
今
遣

安
宗
。
与

府
司

相
共
供
養
安
置

焉
。

順
序
は
逆
に
な
る
が
、
こ
の
中
で
単
独
の
記
事
で
あ
る
Ｄ
に
つ
い
て
先
ず
説
明

す
る
。
宇
佐
八
幡
宮
の
神
宮
で
あ
る
弥
勒
寺
に
、
藤
原
良
房
が
清
和
天
皇
の
た
め
、

万
民
を
安
ん
ぜ
ん
が
た
め
に
、
さ
ら
に
は
宇
佐
八
幡
大
菩
薩
の
た
め
に
、
豊
前
国

に
命
じ
て
書
写
さ
せ
た
一
切
経
を
奉
納
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
そ
し
て
、
藤

原
良
房
発
願
の
一
切
経
が
豊
前
国
に
お
い
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。

こ
と
に
つ
い
て
、
当
時
九
州
に
来
襲
し
て
い
た
新
羅
の
海
賊
等
に
関
す
る
外
的

危
機
に
対
処
す
る
た
め
と
い
う
指
摘
が
行
わ
れ
て
い
る８

）

。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
関
連
す
る
Ａ
か
ら
Ｃ
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
Ａ
は
高
雄

寺
す
な
わ
ち
神
護
寺
を
定
額
寺
と
し
た
時
の
和
気
真
綱
・
仲
世
に
よ
る
奏
言
で
あ

る
。
こ
れ
は
定
額
寺
で
あ
る
神
願
寺
の
寺
地
が
「
地
勢
汚
穢
」
で
あ
る
た
め
「
壇

上
」
に
相
応
し
く
な
い
た
め
に
、
そ
の
寺
格
を
高
雄
寺
と
「
相
替
」
え
ん
こ
と
を

願
い
出
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
神
願
寺
は
、
か
つ
て
宇
佐
八
幡
が
和
気

清
麻
呂
に
対
し
て
下
し
た
神
託
の
中
に
「
我
爲

紹

隆
皇
緒
。
扶

濟
国
家
。
寫

造
一
切
経
及
佛
。
諷

誦
最
勝
王
經
万

。
建

一
伽
藍
。
除

凶
逆
於
一
旦
。
固

社

於
万
代

」
と
あ
り
、
一
切
経
の
書
写
と
仏
像
の
造
立
、
最
勝
王
経
万
巻
の

諷
誦
、
さ
ら
に

伽
藍
を
建
立
す
る
こ
と
を
命
じ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
神

託
に
応
え
て
建
立
し
た
寺
で
あ
っ
た
と
い
う
。
建
立
に
際
し
て
は
、
ま
ず
後
田
原

天
皇
す
な
わ
ち
光
仁
天
皇
に
上
奏
し
そ
の
許
可
を
得
た
も
の
の
、
譲
位
等
が
あ
り

う
や
む
や
と
な
っ
て
し
ま
い
、
改
め
て
桓
武
天
皇
に
奏
上
し
た
と
あ
る
。
そ
し
て
、

桓
武
天
皇
よ
っ
て
建
立
の
許
可
を
受
け
て
延
暦
年
中
（
七
八
二
〜
八
〇
五
）
に
建

立
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
光
仁
天
皇
へ
の
上
奏
が
宝
亀
十
一
年
（
七

八
〇
）
で
あ
り
、
桓
武
天
皇
へ
の
再
上
奏
が
天
応
二
年
（
延
暦
元
年

七
八
二

）

と
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
建
立
が
成
っ
た
の
が
延
暦
年
中
と
曖
昧

な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
『
類
聚
国
史
』
一
八
二
寺
田
地

の
延
暦
十
二
年
（
七
九
三
）
十
月
辛
亥
（
六
日
）
条
に
、

辛
亥
。
正
四
位
下
和
気
朝
臣
清
麻
呂
奏
請
。
能
登
国
墾
田
五
十
八
町
。
施

一
二
七
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入
神
願
寺
。
許

之
。

と
あ
り
、
遅
く
と
も
延
暦
十
二
年
（
七
九
三
）
の
時
点
で
神
願
寺
の
建
立
が
終
わ

っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
和
気
清
麻
呂
自
身
に
宇
佐
八
幡
託
宣

事
件
後
に
不
遇
の
時
代
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
少
し
時
間
的
に
遅
す
ぎ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
、
宇
佐
八
幡
託
宣
事
件
に
つ
い
て
は
『
続
日
本
紀
』
の
神
護
景
雲
三

年
（
七
六
九
）
九
月
己
丑
（
廿
五
日
）
条９

）

に
宣
命
第
四
十
四
詔
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
宣
命
に
よ
っ
て
宇
佐
八
幡
の
託
宣
事
件
に
よ
り
、
清
麻
呂
・
法
均
姉
弟

を
退
け
る
こ
と
が
告
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
九
月
己
丑
条
は
和
気
清
麻
呂
が
託
宣

を
受
け
、
称
徳
天
皇
に
報
告
し
た
際
に
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
日
付
は
宣

命
が
出
さ
れ
た
時
の
も
の
で
は
な
く
、
後
に
和
気
清
麻
呂
が
除
名
さ
れ
て
大
隅
に
、

姉
で
あ
る
広
虫
が
還
俗
さ
せ
ら
れ
て
備
後
に
配
流
さ
れ
た
時
に
出
さ
れ
た
日
で
あ

ろ
う
。『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
（
七
六
九
）
八
月
甲
寅
（
十
九
日
）
条
に

「
從
五
位
下
輔
治
能
眞
人
清
麻
呂
爲
因
幡
員
外
介
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
和
気
清

麻
呂
が
宣
命
に
み
え
る
因
幡
員
外
介
に
左
遷
さ
れ
た
の
は
八
月
十
九
日
で
あ
り
、

託
宣
が
下
さ
れ
た
の
は
こ
れ
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
神
護
景
雲

三
年
（
七
六
九
）
に
宇
佐
八
幡
か
ら
託
宣
を
下
さ
れ
て
か
ら
神
願
寺
の
建
立
が
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
延
暦
十
二
年
（
七
九
三
）
ま
で
二
十
四
年
も
の
歳
月
を
要
し

て
い
る
。

Ｂ
で
は
、
こ
れ
は
「
八
幡
大
菩
薩
宮
寺
」
す
な
わ
ち
弥
勒
寺
に
お
い
て
一
切
経

を
転
読
し
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
一
切
経
で
あ
る
が
、

Ｃ
に
あ
る
よ
う
に
「
景
雲
之
年
」
に
八
幡
宮
の
告
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
天
長

年
中
（
八
二
四
〜
八
三
四
）
に
大
宰
府
に
命
じ
て
書
写
さ
せ
た
一
切
経
で
あ
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
一
切
経
の
書
写
事
業
が
完
成
し
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｃ
で
は
さ
ら
に
一
切
経
も
う
一
部
を
書
写
し
て
神
護
寺
に
置
く
こ
と
が
命
じ
ら

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
一
切
経
を
通
じ
て
弥
勒
寺
（
宇
佐
八
幡
宮
）
と
神
護
寺
と

の
間
に
関
係
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
よ
う
に
弥
勒
寺
と
神
護
寺

と
の
間
に
密
接
な
関
係
が
生
じ
た
原
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
が
Ａ
の
記
事
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
の
記
事
こ
そ
が
「
景
雲
之
年
」
に
八
幡
宮
が
告

げ
た
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｃ
の
一
切
経
に
つ
い
て
貞
観
九

年
（
八
六
七
）
の
『
安
祥
寺
伽
藍
縁
起
資
財
帳10

）

』
に
記
さ
れ
て
い
る
恵
運
の
経
歴

に
、

天
長
十
年
奉

勅
、
被

鎭
西
府

音
寺
講
師
兼
筑
前
國
講
師
、
以

爲

九
國
二
嶋
之
僧
統
、
特
勾

當
大
藏
經
之
事
、
惠
運
固
辭
不

許
、

赴

任

所
、

と
、
恵
運
が
こ
の
時
の
一
切
経
書
写
を
勾
当
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
し

て
、
こ
の
天
長
十
年
（
八
三
三
）
の
こ
と
と
し
て
、
勅
に
よ
っ
て
観
世
音
寺
講
師

と
筑
前
国
講
師
の
兼
任
が
、
さ
ら
に
大
蔵
経
の
事
を
勾
当
す
る
こ
と
を
も
命
じ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
大
蔵
経
の
書
写
事
業
が
、
Ｃ
に
あ
る
神
護
寺
に
安
置
す
る

た
め
に
書
写
が
命
じ
ら
れ
た
一
切
経
書
写
事
業
を
完
遂
す
る
た
め
だ
っ
た
と
考
え

て
よ
い
だ
ろ
う
。
恵
運
の
場
合
、
天
長
十
年
（
八
三
三
）
以
前
に
「
坂
東
」
に
お

い
て
一
切
経
書
写
事
業
を
検
校
し
て
お
り
、
四
年
で
完
成
さ
せ
て
い
た
と
い
う
実

績
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
う
す
る
と
、
こ
の
一
連
の
一
切
経
写
経
事
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
要

因
と
し
て
は
、
宇
佐
八
幡
自
体
に
よ
る
託
宣
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ

一
二
八

宇
佐
八
幡
と
一
切
経
（
牧

伸
行
）



の
託
宣
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
八
幡
宮
託
宣
事
件
に
際
し
て
で
あ
っ
た

が
、『
続
日
本
紀
』
巻
卅
神
護
景
雲
三
年
（
七
六
九
）
九
月
己
丑
（
二
五
日
）
条

注
に
お
け
る
宇
佐
八
幡
の
託
宣
に
は
、
こ
の
Ａ
の
上
表
文
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容

は
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
た
だ
「
我
國
家
開
闢
以
來
。
君
臣
定
矣
。
以

臣
爲

君
。
未

之
有

也
。
天
之
日
嗣
必
立

皇
緒
。

道
之
人
。
宜

早
掃
除

」

と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
神
願
寺
が
託
宣
を
降
さ
れ
て
よ
り
二
十
四
年
の
歳

月
を
有
し
た
こ
と
に
も
増
し
て
、
六
十
四
年
の
歳
月
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
を
併

せ
考
え
る
と
、
神
願
寺
の
建
立
や
一
切
経
の
写
経
に
つ
い
て
、
本
当
に
託
宣
の
中

に
含
ま
れ
て
い
た
の
か
疑
問
が
生
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

二

和
気
清
麻
呂
薨
伝
と
宇
佐
八
幡
宮

と
こ
ろ
で
、『
日
本
後
紀
』
巻
八
延
暦
十
八
年
（
七
九
九
）
二
月
乙
未
（
廿
一

日
）
条
に
は
和
気
清
麻
呂
の
薨
去
記
事
が
「
贈
正
三
位
行
民
部
卿
兼
造
宮
大
夫
美

作
備
前
國
造
和
氣
朝
臣
清
麻
呂
薨
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
続
い
て
和
気
清

麻
呂
の
伝
記
（
薨
伝
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
和
気
清
麻
呂
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
平
野
邦
雄
氏
に
よ
る
詳
細
な
研
究11

）

が
あ
る
が
、『
日
本
後
紀
』
所
収
の
清

麻
呂
薨
伝
に
つ
い
て
は
既
に
谷
戸
美
穂
子
氏12

）

や
櫛
木
謙
周
氏13

）

に
よ
っ
て
検
討
が
行

わ
れ
て
お
り
、
概
要
に
つ
い
て
は
櫛
木
氏
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
分
類
に
し
た
が
っ
て
本
文
を
記
す
。

①
本
姓

本
姓
磐
梨
別
公
。
右
京
人
也
。
後
改

姓
藤
野
和
氣
眞
人
。
清
麻
呂
爲

人
高

直
。
匪
躬
之
節
。

②
高
野
天
皇
へ
（
孝
謙
上
皇＝

称
徳
天
皇
）
へ
の
奉
仕

與

姉
廣
虫

共
事

高
野
天
皇
。
並
蒙

愛
信
。
任

右
兵
衛
少
尉
。
神
護
初

授

從
五
位
下
。
遷

近
衛
將
監
。
特
賜

封
五
十
戸
。
姉
廣
虫
及

笄
年
。

許

嫁
從
五
位
下
葛
木
宿
祢
戸
主
。
既
而
天
皇
落

。
隨
出
家
爲

御
弟
子
。

法
名
法
均
。
授

進
守
大
夫
尼
位
。
委
以

腹
心
。
賜

四
位
封

位
祿
位
田
。

寳
字
八
年
大
保
恵
美
忍
勝
叛
逆
伏

誅
。
連
及
當

斬
者
三
百
七
十
五
人
。
法

均
切
諫
。
天
皇
納

之
。
減

死
刑

以
處

流
徒
。
乱
止
之
後
。
民
苦

飢
疫
。

子
草
間
。
遣

人
收
養
。
得

八
十
三
兒
。
同
名

養
子
。
賜

葛
木
首
。

③
宇
佐
八
幡
宮
神
託
事
件

此
時
僧
道
鏡
得

幸
於
天
皇
。
出
入
警

。
一
擬

乘
輿
。
號
曰

法
王
。
大

宰
主
神
習
宜
阿
蘇
麻
呂
媚

事
道
鏡
。
矯

八
幡
神
教

言
。
令

道
鏡

即

帝

位
。
天
下
太
平
。
道
鏡
聞

之
。
情
喜
自
負
。
天
皇
召

清
麻
呂
於
牀
下
。
曰
。

夢
有

人
來
。

八
幡
神
使

云
。
爲

奏

事
請

尼
法
均
。
朕
答
曰
。
法
均

軟
弱
。
難

堪

遠
路
。
其
代
遣

清
麻
呂
。
汝
宜

早
參

神
之
教
。
道
鏡

復
喚

清
麻
呂
。
募
以

大
臣
之
位
。
先

是
路
眞
人
豊
永
爲

道
鏡
之
師
。
語

清
麻
呂

云
。
道
鏡
若
登

天
位
。
吾
以

何
面
目

可

爲

其
臣
。
吾
與

二

三
子

共
爲

今
日
之
伯
夷

耳
。
清
麻
呂
深
然

其
言
。
常

致
命
之
志
。

詣

神
宮
。
神
託
宣
云
云
。
清
麻
呂
祈
曰
。
今
大
神
所

教
。
是
國
家
之
大

事
也
。
託
宣
難

信
。
願
示

神
異
。
神
即
忽
然
現

形
。
其
長
三
丈
許
。
相

如

滿
月
。
清
麻
呂
消

魂
失

度
。
不

能

仰
見
。
於

是
神
託
宣
。
我
國
家

君
臣
分
定
。
而
道
鏡
悖
逆
無
道
。

望

神
器
。
是
以
神
靈
震
怒
。
不

其
祈
。
汝

如

吾
言

奏

之
。
天
之
日
嗣
必
續

皇
緒
。
汝
勿

懼

道
鏡
之

怨
。
吾
必
相
濟
。
清
麻
呂

來
。
奏
如

神
教
。
天
皇
不

忍

誅
。
爲

因
幡

一
二
九

佛
教
大
学

歴
史
学
部
論
集

第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）



員
外
介
。
尋
改

姓
名
。
爲

別
部
穢
麻
呂
。
流

于
大
隅
國
。
尼
法
均
還
俗
。

爲

別
部
狹
虫
。
流

于
備
後
國
。
道
鏡
又
追
將

殺

清
麻
呂
於
道
。
雷
雨
晦

。
未

即

行
。
俄
而
勅
使
來
僅
得

免
。
于
時
參
議
右
大
辨
藤
原
朝
臣
百

川
愍

其
忠
烈
。
便
割

備
後
國
封
郷
廿
戸
。
送

充
於
配
處
。

④
光
仁
朝

寳
龜
元
年
聖
帝

祚
。
有

勅
入

京
。
賜

姓
和
氣
朝
臣
。
復

本
位
名
。
姉

廣
虫
又
掌

吐
納
。
叙

從
四
位
下
。
任

典
藏
。
累
至

正
四
位
下
。
帝
從
容

勅
曰
。
諸
侍
從
臣
。
毀
譽
紛

。
未

嘗
聞

法
均
語

他
過
。
友
于
天
至
。

姉
弟
同

財
。
孔

之
義
。
見

當
時
。
延
暦
十
七
年
正
月
十
九
日
薨
。

與

弟
卿

約
期
云
。
諸
七
及
服

之
日
。
勿

追
福
。
唯
與

二
三
行
者
。

坐

靜
室
。
事

禮
懴

耳
。
後
世
子
孫
。
仰

吾
二
人
。
以
爲

法
則
。
天
長

年
。
天
皇
追

思
舊
績
。
贈

正
三
位
之
告
身
。

⑤
清
麻
呂
の
脚
病
に
よ
る
八
幡
神
参
拝

弟
清
麻
呂
脚
痿
不

能

起
立
。
爲

八
幡
神
。
輿
病
即

路
。
及

至

豊

前
國
宇
佐
郡
若
田
村
。
有

野
猪
三
百
許
。
挾

路
而
列
。
徐
歩
前
駈
十
許
里
。

走

入
山
中
。
見
人
共
異

之
。

社
之
日
。
始
得

起
歩
。
神
託
宣
賜

神

封
綿
八
萬
餘
屯
。
即
頒

給
宮
司
以
下
國
中
百
姓
。
始
駕

輿
而

。
後
馳

馬
而
還
。
累
路
見
人
。
莫

不

歎
異
。

⑥
祖
先
伝
承

清
麻
呂
之
先
出

自

垂
仁
天
皇
皇
子
鐸
石
別
命
。
三
世
孫
弟
彦
王
。
從

神

功
皇
后

征

新
羅

凱
旋
。
明
年
忍
熊
別
皇
子
有

逆
謀
。
皇
后
遣

弟
彦
王
。

於

針
間
吉
備
堺
山

誅

之
。
以

從

軍
功
。
封

藤
原
縣
。
因
家
焉
。
今
分

爲

美
作
備
前
兩
國

也
。
高
祖
父
佐
波
良
。
曾
祖
父
波
伎
豆
。
祖
宿
奈
。
父

乎
麻
呂
。
墳
墓
在

本
郷

者
。
拱
樹
成

林
。
清
麻
呂
被

竄
之
日
。
爲

人

所

伐
除
。

來
上
疏
陳
状
。
詔
以

佐
波
良
等
四
人

清
麻
呂

爲

美
作
備

前
兩
國
國
造
。

⑦
桓
武
朝
に
お
け
る
業
績

天
應
元
年
授

從
四
位
下
。

民
部
大
輔
。
爲

攝
津
大
夫
。
累
遷

中
宮
大

夫
民
部
卿
。
授

從
三
位
。
延
暦
十
七
年
上
表
請

骸
骨
。
優
詔
不

許
。
仍

賜

功
田
廿
町
。
以
傳

其
子
孫
。
清
麻
呂
練

於
庶
務
。
尤
明

古
事
。
撰

民
部
省
例
廿

。
于

今
傳
焉
。
奉

中
宮
教
。
撰

和
氏
譜

奏

之
。
帝
甚

善

之
。
長
岡
新
都
。
經

十
載

未

成

功
。
費
不

可

勝
計
。
清
麻
呂
潜

奏
。
令

上
託

遊

相

葛
野

地
。
更
遷

上
都
。
清
麻
呂
爲

攝
津
大
夫
。

鑿

河
内
川
。
直
通

西
海
。
擬

除

水
害
。
所

費
巨
多
。
功
遂
不

成
。
私

墾
田
一
百
町
在

備
前
國
。
永
爲

振
給
田
。
郷
民
恵

之
。
薨
時
贈

正
三
位
。

年
六
十
七
。
有

六
男
三
女
。

⑧
長
子
広
世
の
業
績

長
子
廣
世
。
起

家
補

文
章
生
。
延
暦
四
年
坐

事
被

禁
錮
。
特
降

恩
詔
。

除

少
判
事
。
俄
授

從
五
位
下
。
爲

式
部
少
輔
。
便
爲

大
學
別
當
。
墾
田

廿
町
入

寮
爲

勸
學
料
。
請

裁

明
經
四
科
之
第
。
又
大
學
會

諸
儒
。

講

論
陰
陽
書
新
撰
藥
經
大
素
等
。
大
學
南
邊
以

私
宅

置

弘
文
院
。
藏

内
外
經
書
數
千

。
墾
田

町
永
充

學
料
。
以
終

父
志

焉
。

内
容
と
し
て
は
、
も
ち
ろ
ん
清
麻
呂
の
顕
彰
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
通

常
の
薨
卒
伝
に
は
記
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
⑥
の
祖
先
伝
承
が
含
ま
れ
て
い
い
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
⑥
に
お
い
て
和
気
氏
の
出
自
が
垂
仁

天
皇
に
、
そ
し
て
出
身
地
で
あ
る
美
作
・
備
前
国
と
の
関
係
を
神
功
皇
后
へ
と
結
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び
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
天
皇
家
と
の
繫
が
り
を
も
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る14

）

。

し
か
し
、
④
や
⑧
の
業
績
は
特
に
清
麻
呂
の
伝
記
と
し
て
は
必
要
と
い
え
る
も
の

で
は
な
い
。

で
は
、
な
ぜ
必
要
と
は
い
え
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。
先
ず
④
に
つ

い
て
は
姉
で
あ
る
広
虫
に
つ
い
て
は
、
同
じ
『
日
本
後
紀
』
巻
八
延
暦
十
八
年

（
七
九
九
）
正
月
乙
丑
（
二
十
日
）
条
に
卒
去
記
事
が
あ
り
、
略
伝
が
記
さ
れ
て

い
る
。乙

丑
。
典
侍
正
四
位
上
和
気
朝
臣
広
虫
卒
。
従
三
位
行
民
部
卿
兼
摂
津
大
夫

清
麻
呂
姉
也
。
少
而
出
家
為

尼
。
供

奉
高
野
天
皇
。
為

人
貞
順
。
節
操

無

。
事
見

清
麻
呂
語
中
。
皇
統
弥
照
天
皇
甚
信
重
焉
。
今
上
思

労
旧
。

追

贈
正
三
位
。
薨
時
年
七
十
。

と
あ
り
、『
日
本
後
紀
』
の
同
巻
に
あ
る
も
の
の
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
「
事

見

清
麻
呂
語
中

」
と
あ
る
の
に
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ

こ
に
「
皇
統
弥
照
天
皇
」
と
あ
る
の
は
桓
武
天
皇
の
こ
と
で
あ
り
、
延
暦
十
八
年

（
七
九
九
）
に
卒
し
て
す
ぐ
に
広
虫
の
伝
が
朝
廷
に
提
出
さ
れ
て
い
る
と
す
る
と
、

こ
の
よ
う
な
表
記
に
は
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
た
め
記
事
に
み

え
る
「
今
上
」
は
桓
武
天
皇
で
は
な
く
、『
日
本
後
紀
』
が
完
成
し
た
承
和
七
年

（
八
四
〇
）
時
点
で
の
天
皇
で
あ
る
仁
明
天
皇
を
さ
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
、
④
に
は
「
天
長
二
年
。
天
皇
追

思
舊
績
。
贈

正

三
位
之
告
身

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
天
長
二
年
（
八
二
五
）
に
追
贈
が
行
わ
れ
て

お
り
、
淳
和
天
皇
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。
何
故
こ
の
よ
う
な
矛
盾

が
生
じ
る
の
か
は
不
明
と
す
る
し
か
な
い
が
、『
続
日
本
紀
』
の
僧
伝
に
つ
い
て

は
原
則
と
し
て
朝
廷
に
提
出
さ
れ
た
伝
記
に
は
編
者
は
手
を
加
え
な
い
と
い
う
原

則
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘15

）

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
原
則
が
『
続
日
本
紀
』
だ
け
で
な

く
、
ま
た
僧
伝
以
外
に
も
適
用
さ
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
原
史
料
と
な
る
和
気
氏

よ
り
提
出
さ
れ
た
広
虫
や
清
麻
呂
の
伝
記
に
編
者
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
と

考
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
そ
の
提
出
は
承
和
年
間
、
天
長
二
年
（
八
二
五
）

以
降
同
十
年
（
八
三
三
）
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
天
長

年
間
の
和
気
氏
の
意
向
や
動
向
を
大
い
に
反
映
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測

で
き
る
。

そ
し
て
、
⑧
の
広
世
の
業
績
で
あ
る
が
、
和
気
清
麻
呂
の
伝
記
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
子
で
あ
る
広
世
の
業
績
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
広
世
の
名
が
国
史

に
み
え
る
の
は
全
部
で
九
箇
所16

）

で
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
任
官
記
事
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
清
麻
呂
が
薨
去
し
た
年
の
『
日
本
後
紀
』
巻
八
延
暦
十
八
年
（
七
九

九
）
十
二
月
丁
酉
（
廿
八
日
）
条17

）

で
は
、
亡
父
清
麻
呂
の
遺
志
と
し
て
私
墾
田
百

町
を
備
前
国
の
和
気
・
盤
梨
・
赤
坂
・
邑
久
・
上
道
・
三
野
・
津
高
・
児
島
等
の

八
郡
卅
余
郷
の
賑
給
分
と
し
て
施
入
し
た
い
が
、
一
処
に
ま
と
め
る
と
不
都
合
が

あ
る
た
め
、
班
田
に
際
し
て
私
墾
田
を
口
分
田
と
し
て
、
そ
の
口
分
田
の
地
子
に

よ
っ
て
飢
人
を
救
い
た
い
旨
を
上
表
し
て
許
可
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
巻
十
三
大

同
元
年
（
八
〇
六
）
四
月
丁
未
（
十
四
日
）
条18

）

で
は
、
母
で
あ
る
和
気
嗣
子
の
た

め
に
自
ら
の
位
階
を
譲
ら
ん
こ
と
を
請
い
、
嗣
子
に
従
五
位
下
が
授
け
ら
れ
て
い

る
。こ

の
よ
う
に
、
広
世
に
つ
て
は
父
母
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

と
な
る
が
、
政
治
上
の
立
場
は
果
た
し
て
満
足
の
い
く
も
の
だ
っ
た
の
か
は
疑
問

で
あ
り
、
最
終
的
に
は
左
中
弁
に
任
じ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
清
麻
呂
と
比
べ
る
と

少
し
物
足
ら
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
、
広
世
は
大
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同
元
年
（
八
〇
六
）
の
左
大
弁
任
官
を
最
後
に
国
史
に
そ
の
姿
が
み
え
な
い
。
先

の
Ａ
の
上
表
文
に
も
広
世
の
名
が
み
え
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
後
没
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
天
長
年
間
（
八
二
四
〜
八
三
四
）
に
朝
廷
に
提

出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
父
清
麻
呂
の
薨
伝
の
中
に
長
子
で
あ
っ
た
広
世
の
伝
記

も
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
罪
自
体
は
「
恩
詔
」
が
降
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
赦
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、

「
延
暦
四
年
坐

事
被

禁
錮

」
と
い
う
瑕
疵
を
補
う
意
図
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら

れ
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
和
気
清
麻
呂
の
薨
伝
は
単
に
清
麻
呂
を
顕
彰
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
当
時
地
位
が
低
下
し
始
め
て
い
た
和
気
氏
の
地
位
を
再
び
上
げ
る
た
め
、

天
皇
家
と
の
繫
が
り
を
単
に
宇
佐
八
幡
託
宣
事
件
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
垂
仁
天
皇

や
神
功
皇
后
へ
と
結
び
付
け
る
と
い
う
意
図
を
有
し
て
い
る
内
容
と
な
っ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。三

宇
佐
八
幡
の
託
宣

宇
佐
八
幡
が
和
気
清
麻
呂
に
下
し
た
託
宣
で
あ
る
が
、『
続
日
本
紀
』
の
記
載

と
『
日
本
後
紀
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
内
容
を
比
べ
て
み
る
と
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
異
な
る
部
分
が
存
在
す
る
。
最
初
に
そ
の
託
宣
が
み
え
る
『
続
日
本
紀
』
神

護
景
雲
三
年
（
七
九
六
）
九
月
己
丑
（
廿
五
日
）
条
に
は
、

我
國
家
開
闢
以
來
。
君
臣
定
矣
。
以

臣
爲

君
。
未

之
有

也
。
天
之
日
嗣

必
立

皇
緒
。

道
之
人
。
宜

早
掃
除
。

我
が
国
家
開
闢
け
て
よ
り
以
来
、
君
臣
定
り
ぬ
。
臣
を
以
て
君
と
す
る
こ

と
は
、
未
だ
有
ら
ず
。
天
の
日
嗣
は
必
ず
皇
緒
を
立
て
よ
。

道
の
人
は

宜
し
く
早
に
掃
ひ
除
く
べ
し
。

と
、
比
較
的
短
い
内
容
で
あ
る
と
い
え
る
。
異
説19

）

は
あ
る
が
、
一
般
に
こ
こ
に
み

え
る
「

道
之
人
」
が
道
鏡
を
指
す
の
で
あ
り
、
当
時
専
権
を
欲
し
き
ま
ま
に
し

て
い
た
道
鏡
を
排
除
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
と
い
う
理
解
が
一
般
的
に
行
わ
れ

て
い
る
。

次
に
託
宣
の
内
容
が
記
さ
れ
る
の
が
『
日
本
後
紀
』
巻
八
延
暦
十
八
年
（
七
九

九
）
二
月
乙
未
（
廿
一
日
）
条
の
和
気
清
麻
呂
薨
伝
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

我
國
家
君
臣
分
定
。
而
道
鏡
悖
逆
無
道
。

望

神
器
。
是
以
神
靈
震
怒
。

不

其
祈
。
汝

如

吾
言

奏

之
。
天
之
日
嗣
必
續

皇
緒
。
汝
勿

懼

道
鏡
之
怨
。
吾
必
相
濟
。

我
が
国
家
は
君
臣
の
分
定
れ
り
。
而
る
に
道
鏡
悖
逆
無
道
に
し
て
、

ち

神
器
を
望
む
。
是
を
以
て
神
霊
震
怒
し
、
其
の
祈
を
聴
か
ず
。
汝
帰
り
て

吾
が
言
の
如
く
奏
せ
。
天
の
日
嗣
は
必
ず
皇
緒
に
続
ぐ
。
汝
、
道
鏡
の
怨

を
懼
る
る
こ
と
勿
か
れ
。
吾
れ
必
ず
相
済
わ
ん
。

と
い
う
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
宇
佐
へ
到
着
し
た
後
に
先
ず
出
さ
れ

た
託
宣
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
清
麻
呂
は
「
今
大
神
所

教
。
是
國
家
之
大

事
也
。
託
宣
難

信
。
願
示

神
異
。
神
即
忽
然
現

形
」
と
再
度
の
託
宣
を
願
っ

た
結
果
、
宇
佐
八
幡
が
清
麻
呂
の
前
に
出
現
し
て
下
し
た
託
宣
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
単
に
託
宣
を
聞
く
だ
け
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。『
続
日
本
紀
』

で
は
称
徳
天
皇
の
夢
に
宇
佐
八
幡
の
使
者
が
現
れ
て
い
る
が
、
宇
佐
に
赴
い
て
い

る
と
は
い
え
神
の
使
者
で
は
な
く
宇
佐
八
幡
自
身
が
清
麻
呂
の
前
に
示
現
す
る
と

い
う
、
天
皇
に
も
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
神
の
姿
を
実
見
し
て
る
と
い
う
こ
と
で
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あ
り
、
清
麻
呂
と
宇
佐
八
幡
と
の
間
に
特
殊
な
関
係
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
主
張

し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
Ａ
に
お
い
て
は
、

夫
神
有

大
少
。
好

不

同
。
善
神

淫
祀
。
貪
神
受

邪
幣
。
我
爲

紹

隆
皇
緒
。
扶

濟
国
家
。
寫

造
一
切
経
及
佛
。
諷

誦
最
勝
王
經
万

。
建

一
伽
藍
。
除

凶
逆
於
一
旦
。
固

社

於
万
代
。
汝
承

此
言
。
莫

有

違

失
。夫

れ
、
神
に
大
小
有
り
、
好
悪
同
じ
う
せ
ず
。
善
神
は
淫
祀
を
悪
み
、
貪

神
は
邪
幣
を
受
く
。
我
は
皇
緒
を
紹
隆
し
、
国
家
を
扶
済
せ
ん
と
す
。
一

切
経
及
び
仏
を
写
造
し
、
最
勝
王
経
万
巻
を
諷
誦
し
、
一
伽
藍
を
立
た
ば
、

凶
逆
を
一
旦
除
き
、
社
稷
を
万
代
に
固
め
ん
。
汝
此
の
言
を
承
り
、
遺
失

有
る
こ
と
な
か
れ
。

と
い
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
道
鏡
を
排
除
せ
よ
と
い
う
内
容
は
直
接
に
記
さ
れ

ず
、
宇
佐
八
幡
の
要
求
の
み
が
、
し
か
も
仏
教
と
の
関
係
を
深
め
る
よ
う
な
ま
さ

に
神
仏
習
合
的
な
要
求
が
記
さ
れ
る
内
容
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
前

後
に
お
い
て
当
時
の
状
況
や
道
鏡
の
悪
行
が
触
れ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
託
宣
の
直

接
的
な
内
容
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
単
に
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
が
異

な
る
た
め
に
、
託
宣
の
内
容
が
宇
佐
八
幡
の
要
求
し
た
こ
と
の
み
を
明
記
し
て
い

る
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
肝
心
な
道
鏡
を
排
除
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

核
と
な
る
部
分
が
託
宣
の
中
に
含
ま
れ
て
い
な
い
の
は
不
審
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
和
気
清
麻
呂
と
宇
佐
八
幡
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
先
の
和
気
清
麻

呂
薨
伝
の
⑥
の
部
分
に
も
よ
り
説
話
的
な
話
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
脚
病
を
患
っ

た
清
麻
呂
が
、
そ
の
治
癒
の
た
め
宇
佐
八
幡
に
詣
で
て
、
結
果
全
快
し
た
上
に
、

宇
佐
八
幡
の
託
宣
に
よ
り
「
神
封
綿
八
萬
餘
屯
」
を
賜
っ
て
、
国
中
の
人
民
に
頒

ち
与
え
た
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。「
野
猪
」
に
関
す
る
も
の
な
ど
、
俄
に

は
信
じ
難
い
内
容
も
含
ま
れ
て
お
り
、
全
て
を
事
実
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
そ
れ
で
も
宇
佐
八
幡
と
和
気
清
麻
呂
と
の
密
接
な
関
係
が
示
唆
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
宇
佐
八
幡
と
の
関
係
は
特
に
和
気
清
麻
呂
自
身
と
の
個
人
的
な

関
係
が
主
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
和
気
氏
特
に
清
麻
呂
の
子
供
た

ち
よ
る
介
入
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
朝

廷
に
あ
っ
て
宇
佐
八
幡
は
特
別
な
地
位
に
あ
っ
た
と
い
う
点
が
指
摘
で
き
る
。
例

え
ば
、『
続
日
本
紀
』
に
よ
る
と
宇
佐
八
幡
に
与
え
ら
れ
た
神
階
は
一
品
で
あ
り20

）

、

他
の
神
に
与
え
ら
れ
る
神
階
と
は
異
な
っ
て
お
り21

）

、
天
皇
家
か
ら
特
別
視
さ
れ
る

神
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
宇
佐
八
幡
と
の
関
係
を
清
麻
呂
だ
け

の
も
の
に
せ
ず
、
和
気
氏
に
も
及
ぼ
す
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
そ
の
た

め
、
託
宣
が
下
さ
れ
た
の
が
神
護
景
雲
三
年
（
七
六
九
）
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
あ
え
て
数
十
年
を
経
た
時
点
で
託
宣
の
内
容
が
変
更
あ
る
い
は
増
補
さ
れ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
当
時
の
和
気
氏
を
取
り
巻
く
状
況
が
宇
佐
八
幡

と
の
関
係
を
強
調
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
推
測

で
き
る
。

当
時
の
和
気
氏
を
代
表
す
る
人
物
の
中
で
は
清
麻
呂
の
子
で
あ
り
、
Ａ
の
上
表

文
を
提
出
し
た
真
綱
・
仲
世
の
二
人
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
真
綱
は
承

和
七
年
（
八
四
〇
）
八
月
に
従
四
位
上
右
大
弁
で
参
議
に
任
ぜ
ら
れ
る22

）

な
ど
、
父

の
後
を
継
い
で
朝
廷
で
の
地
歩
を
築
い
て
い
る
。
ま
た
、『
続
日
本
後
紀
』
巻
十

六
承
和
十
三
年
（
八
四
六
）
九
月
乙
丑
（
廿
七
日
）
条
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
卒
伝23

）

一
三
三

佛
教
大
学

歴
史
学
部
論
集

第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）



に
よ
る
と
「
天
台
眞
言
兩
宗
建
立
者
。
眞
綱
及
其
兄
但
馬
守
廣
世
兩
人
之
力
也
」

と
あ
る
よ
う
に
、
最
澄
・
空
海
の
外
護
者
と
し
て
仏
教
に
つ
い
て
も
深
い
造
詣
を

持
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
一
般
に
宇
佐
使24

）

と
い
う
と
和
気
広
世
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
真
綱
も
天

長
十
年
（
八
三
三
）
四
月
に
は
仁
明
天
皇
の
即
位
を
告
げ
る
た
め
に
八
幡
と
香
椎

廟
に
遣
わ
さ
れ
て
お
り25

）

、
宇
佐
八
幡
と
の
関
係
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分

に
認
め
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
和
気
氏
側
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
宇
佐

八
幡
側
か
ら
も
積
極
的
な
働
き
か
け
が
あ
り
、
両
者
の
利
害
が
一
致
し
た
た
め
に
、

一
切
経
書
写
に
関
す
る
託
宣
が
創
作
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

お
わ
り
に

六
国
史
の
中
に
み
え
る
一
切
経
の
書
写
記
事
の
中
で
、
宇
佐
八
幡
の
た
め
に
書

写
さ
れ
た
一
切
経
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
い
、
そ
の
契
機
と
な
っ
た
な
っ
た
宇
佐

八
幡
の
託
宣
と
和
気
清
麻
呂
を
は
じ
め
と
す
る
和
気
氏
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
宇
佐
八
幡
に
お
け
る
一
切
経
の
書
写
は
単
に
宗
教
的
な

意
味
合
い
を
持
つ
だ
け
で
は
な
く
、
託
宣
を
受
け
た
和
気
氏
、
さ
ら
に
は
宇
佐
八

幡
と
和
気
氏
と
の
両
者
の
関
係
に
よ
っ
て
書
写
が
行
わ
れ
た
も
で
あ
る
こ
と
が
推

測
で
き
た
。

和
気
清
麻
呂
と
宇
佐
八
幡
と
の
間
に
は
、
道
鏡
事
件
に
よ
っ
て
関
係
が
生
じ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
で
き
る
が
、
さ
ら
に
和
気
清
麻
呂
個
人
に
止
ま
ら
ず
、
和

気
氏
と
の
間
に
も
関
係
を
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
Ａ
の
記
事
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
和
気
氏
か
ら
の
働
き
か
け
だ
け
で
は
な
く
、
宇
佐
八
幡
側
か

ら
の
働
き
か
け
も
大
い
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

和
気
清
麻
呂
自
身
は
、
桓
武
天
皇
と
の
個
人
的
な
関
係
も
あ
り
大
い
に
累
進
し

て
い
る
の
に
対
し
て
、
そ
の
子
孫
特
に
子
供
た
ち
に
あ
っ
て
は
、
政
局
に
積
極
的

に
関
わ
る
こ
と
も
な
く
文
人
貴
族
で
あ
っ
た
こ
と
も
要
因
と
し
て
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
清
麻
呂
と
そ
の
姉
広
虫
は
天
皇
家
と
の
関
わ
り
の
中
で
中
央
政
界

に
地
歩
を
築
い
た
が
、
そ
う
い
っ
た
天
皇
家
あ
る
い
は
特
定
の
天
皇
と
の
関
係
を

結
ぶ
こ
と
を
行
わ
な
か
っ
た
代
わ
り
に
、
宇
佐
八
幡
と
の
関
係
を
強
化
す
る
こ
と

に
努
力
す
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
注
〕

1
）『
続
日
本
紀
』
の
引
用
に
際
し
て
は
、『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
本
を
原
則
と
し

て
用
い
、
適
宜
『
岩
波
新
古
典
文
学
大
系
』
本
に
よ
り
補
う
。

2
）村
上
修
一
『
本
地
垂
迹
』（
日
本
歴
史
叢
書
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
）
な

ど

3
）中
野
幡
能
『
宇
佐
八
幡
放
生
会
と
法
蓮
』（
岩
田
書
院
、
一
九
九
八
年
）
を
は
じ

め
と
す
る
、
中
野
氏
に
よ
る
一
連
の
研
究
が
あ
げ
ら
れ
る
。

4
）『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
本
。

5
）『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
本
。

6
）『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
本
。

7
）『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
本
。

8
）堀
池
春
峰
「
平
安
時
代
の
一
切
経
書
写
と
法
隆
寺
一
切
経
」（『
南
都
仏
教
史
の
研

究
』
下

諸
寺
篇

、
法
蔵
館
、
一
九
八
二
年
。
初
出
は
一
九
七
一
年
）。

9
）『
続
日
本
紀
』
巻
卅
神
護
景
雲
三
年
（
七
六
九
）
九
月
己
丑
（
廿
五
日
）
条
。
な

お
宣
命
第
四
十
四
詔
は
五
段
か
ら
な
り
、
そ
れ
に
続
い
て
事
件
の
経
緯
が
記
さ
れ

て
い
る
。

第
一
段

一
三
四

宇
佐
八
幡
と
一
切
経
（
牧

伸
行
）



己
丑
。
詔
曰
。
天
皇
良
我
御
命
良
麻
止

詔
久
。
夫
臣
下
等
云
物
波
君
仁
隨
天
淨

久
貞
仁
明
心
乎
以
天
君
乎
助
護
對
天
方
無
礼
岐
面
幣
利
無
久
後
仁
波
謗
言
無
久
姦

利

曲
流
心
無
之
天
奉
侍
倍
岐
物
仁
在
。
然
物
乎
從
五
位
下
因
幡
國
員
外
介
輔

治
能
眞
人
清
麻
呂
其
我
姉
法
均
止
甚
大
仁

久
姦
流
妄
語
乎
作
天
朕
仁
對
天
法
均

伊
物
奏
利
。
此
乎
見
流
仁
面
乃
色
形
口
尓
云
言
猶
明
尓
己
何
作
天
云
言
乎
大
神
乃

御
命
止
借
天
言
止
所
知
奴
。
問
求
仁
朕
所
念
之
天
在
何
如
久
大
神
乃
御
命
尓
波
不

在
止
聞
行
定
都
。
故
是
以
法
乃
麻
尓
麻
退
給
止
詔
布
御
命
乎
衆
諸
聞
食
止
宣
。

第
二
段

復
詔
久
此
事
方
人
乃
奏
天
在
仁
毛
不
在
。
唯
言
其
理
尓
不
在
逆
尓
云
利
。
面
幣
利

毛
無
礼
之
天
己
事
乎
納
用
与
止
念
天
在
。
是
天
地
乃
逆
止
云
尓
此
与
利
増
波
無
。

然
此
方
諸
聖
等
天
神
地
祇
現
給
比
悟
給
尓
己
曾
在
礼
。
誰
可
敢

朕
尓
奏
給
牟
。

猶
人
方
不
奏
在
等
毛
心
中

久
垢
久
濁
天
在
人
波
必
天
地
現
之
示
給
都
留
物
曾
。

是
以
人
人
己
何
心
乎
明

尓
清
久
貞
尓
謹
天
奉
侍
止
詔
布
御
命
乎
衆
諸
聞
食
止
宣
。

第
三
段

復
此
事
乎
知
天
清
麻
呂
等
止
相
謀
家
牟
人
在
止
方
所
知
天
在
止
毛
君
波
慈
乎
以

天
下
乃
政
波
行
給
物
尓
伊
麻
世
波
奈
毛
慈
備
愍
美
給
天
免
給
布
。
然
行
事
乃
重
在

牟
人
乎
波
法
乃
麻
尓
麻
收
給
牟
物
曾
。
如
是
状
悟
天
先
尓
清
麻
呂
等
止
同
心
之
天

一
二
乃
事
毛
相
謀
家
牟
人
等
波
心
改
天
明
仁
貞
尓
在
心
乎
以
天
奉
侍
止
詔
布
御
命

乎
衆
諸
聞
食
止
宣
。

第
四
段

復
清
麻
呂
等
波
奉
侍
留
奴
止
所
念
天
己
曾
姓
毛
賜

治
給
天
之
可
。
今
波
穢
奴
止

之

退
給
尓
依
奈
毛
賜
幣
利
之
姓
方
取

別
部
止
成
給

其
我
名
波
穢
麻
呂
止
給

比
法
均
我
名
毛
廣
虫
賣
止
還
給
止
詔
布
御
命
乎
衆
諸
聞
食
止
宣
。

第
五
段

復
明
基
波
廣
虫
賣
止
身
波
二
尓
在
止
毛
心
波
一
尓
在
止
所
知

奈
毛
其
我
名
毛
取

給

同
久
退
給
等
詔
布
御
命
乎
衆
諸
聞
食
止
宣
。

宇
佐
八
幡
託
宣
事
件
の
経
緯

始
大
宰
主
神
習
宜
阿
曾
麻
呂
希

旨
。
方
媚

事
道
鏡
。
因
矯

八
幡
神
教

言
。
令

三
道
鏡
即

皇
位
。
天
下
太
平
。
道
鏡
聞

之
。
深
喜
自
負
。
天
皇
召

清
麻
呂
於

床
下
。
勅
曰
。
昨
夜
夢
。
八
幡
神
使
來
云
。
大
神
爲

令

奏

事
。
請

尼
法
均
。

宜
汝
清
麻
呂
相
代
而
往

彼
神
命
。
臨

發
。
道
鏡
語

清
麻
呂

曰
。
大
神
所

以
請

使
者
。
蓋
爲

告

我
即
位
之
事
。

重
募
以

官
爵
。
清
麻
呂
行
詣

神
宮
。

大
神
詫
宣
曰
。
我
國
家
開
闢
以
來
。
君
臣
定
矣
。
以

臣
爲

君
。
未

之
有

也
。

天
之
日
嗣
必
立

皇
緒
。

道
之
人
。
宜

早
掃
除
。
清
麻
呂
來

。
奏
如

神
教
。

於

是
道
鏡
大
怒
。
解

清
麻
呂
本
官
。
出
爲

因
幡
員
外
介
。
未

之

任
所
。
尋

有

詔
。
除
名
配

於
大
隅
。
其
姉
法
均
還
俗
配

於
備
後
。

10
）『
安
祥
寺
伽
藍
縁
起
資
財
帳
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

少
僧
都
法
眼
和
尚
位
惠
運
進
具
之
後
、
相

隨
本
師
東
大
寺
泰
基
大
法
師

律
師

中

大
法
師

之
所
、
遊

於
離
識
無
境
之
道
、
日
夕
剋
念
、
欲

入

至
極
之

敎
、

阿

梨
少
僧
都
實
惠
大
法
師
勸
奬
云
、
夫
法
相
大
乘
、
雖

敎
廣
理
深
、
而
不

超

三
大
、
得

課
尤
難
、
不

種
習
、
證
理
安
在
、
徒
然
馳

、
多
劫
破
臆
困
窮
、

唯
有

三
乘
之
外
、
神
道
乘
者
、
是
三
藏
之
外
、
持

明
藏

也
、
一
念
之
便
、
不

經

三
祇
、
而
九
重
妄
執
忽
清
、
一

之

、
不

掃

磐
石
、
而
三
重
曼
荼
頓
得
、

所
謂

身
成
佛
之

述
者
也
、
惠
運
依

阿

梨
敎
誡
、
鑽

仰
其
宗
、
一
紀
之
念

不

覺
而
至
、
忽
然
有

勅
、

寫
一
切
經
於
坂
東
、

四
年
、

功
畢
、
天

長
十
年
奉

勅
、
被

鎭
西
府

音
寺
講
師
兼
筑
前
國
講
師
、
以

爲

九
國
二

嶋
之
僧
統
、
特
勾

當
大
藏
經
之
事
、
惠
運
固
辭
不

許
、

赴

任
所
、
所

翹
競

寸
陰

而
顯

得
心
佛
之
曼
荼
、
寧

經

半
紀

而

爲

首
領
之
浮
事
、

値

大

唐
商
客
李
處
人
等
化
來
、
惠
運
就

化
、
要

望
乘

公

船

入
唐
、
巡

禮
薦

福
・
興
善
寺
曼
荼
羅
道
場
、
得

見

靑
龍
義
眞
和
尚
、
請

益
於

宗
、
兼
看

南

岳
五
臺
之
聖
迹
、
船
主
許
諾
云
、
東
西
任

命
、
駈
馳
隨

力
、
遂
則
承
和
九
年
、

大
唐
會
昌
二
年
歳
次
壬
戌
、
夏
五
月
端
午
日
、

兩
箇
講
師
、

出
去

音
寺
、
在

太
宰
府
博
多
津
頭
、
始
上
船
到

於
肥
前
國
松
浦
郡
遠
値
嘉
島
那
留
浦
、

而
船
主
李
處
人
等
、
棄

唐
來
舊
船
、
便
採

嶋
裏
楠
木
、
新
織

作
船
舶
、
三
箇

月
日
、
其
功
已
訖
、
秋
八
月
廿
四
日
午
後
上
帆
、
過

大
洋
海

入
唐
、
得

正
東

風

六
箇
日
夜
、
船
著

大
唐

州

城
縣
玉
留
鎭
守
府
前
頭
、
經

五
箇
年
巡
禮

求
學
、
承
和
十
四
年
、

大
唐
大
中

年
歳
次
丁
卯
、
夏
六
月
廿
一
日
、
乘

唐
人

張
友
信
・
元
靜
等
之
船
、
從
明
州
望
海
鎭
頭
、
而
上
帆
、
得

西
風

三
箇
日
夜
、

著
遠
値
嘉
嶋
那
留
浦
、
纔
入

浦
口
、
風

止
、

船
歎
云
、
奇
快
奇
快
也

云
々
、
旋

本
朝
、
其
取
來
儀
軌
・
經
論
・
佛
菩
薩
祖
師
像
・
曼
荼
羅
道
具
等
如

一
三
五

佛
教
大
学

歴
史
学
部
論
集

第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）



目
録
、
嘉
祥
元
年
歳
次
戊
辰
、
秋
八
月
、
得

前
攝
津
國
少
掾
上
毛
野
朝
臣
松
雄

之
松
山

箇
峯
、
謹
奉

爲
太
皇
太
后

四
恩
、
始
建

安
祥
寺
、
仁
壽
元
年
歳
次

辛
未
、
春
三
月
、
太
皇
太
后
宮
始
置

七
僧
、
以
持
念
薫
修
、
二
年
秋
閏
八
月
、

穎
稻
一
千
斤
、
以
爲

常
燈
分
、

下

官
符
、
付

之
山
城
國
、
齊
衡
二
年
歳
次

乙
亥
、
言
上
編

官
額
、
三
年
歳
次
丙
子
、
冬
十
月
、
施

入
寺
之
四
邊
山
、
貞

元
年
歳
次
己
卯
、
夏
四
月
、
上
啓
請

毎
年
度

僧
、
以
令

恒
轉

諸
宗
法
輪
、
殿

下
允
許
、
遂
發

勝
願
、
建

立
堂
宇
、
圖

畫
尊
像
、
繕

寫
大
乘
、
始
度

年
分
、

晝
夜
無

間
轉

法
輪
、
講

安
居

經
、
講

於
唯
摩
最
勝
會
之
立
義
、

衆
等
人

又
開
供
、
以
擬

講

三
藏
敎
法
、
今
爲

令

後
裔
識

建
寺
之
由

、

在

帳
首

云

爾
、

山
五
十
町
、
四
至

東
限
大
樫
大
谷

南
限
山
陵

西
限
堺
峯

北
限
檜
尾
古
寺

所

在

山
城
國
宇
治
郡
餘
戸
郷
北
方
、
安
祥
寺
上
寺
在

其
裏
、
建
立
已
後
經

九
箇
年
、
至

齊
衡
三
年
歳
次
丙
子
、
冬
十
月
、
太
皇
太
后
宮
買

上
件
山
、

施

入
於
安
祥
寺
、

（
中
略
）

上
件
資
財
帳
勘

如

右
、
若
不

請

官
印
、
恐
後
代

忽
、
望
請
官
印
、
以
爲

公

、
將

令

後
代
見

之
者
、
愼
重
傳

之
不
朽
、

貞

九
年
歳
次
丁
亥
六
月
十

日

少
僧
都
法
眼
和
尚
位
惠
運

寺
家
別
當
右
大
史
正
六
位
上
坂
上
宿
禰
斯
文

參
議
正
四
位
下
行
左
大
辨
兼
播
磨
權
守
大
江
朝
臣
音
人

左
大
史
坂
上
斯
文
仰
云
、
左
大
辨
大
江
朝
臣
音
人
傳
宣
、
右
大
臣
宣
、
安
祥
寺
所

申
資
財
帳
等
捺
印
之
事
、
須

捺

官
印
、
而
彼
寺
是
太
皇
太
后
宮
御
願
建
立
也
、

宜

以

職
家
印

令

捺

之
者
、

貞

十
三
年
八
月
十
七
日

少
屬
御
春
有
世
奉

奉
行

大
夫
闕

大
進
藤
原
朝
臣
眞
常

亮
兼
美
濃
權
介
藤
原
朝
臣
遠
經

少
進
藤
原
範
方

少
進
闕

大
屬
上
貞
野

少
屬
淸
科
良
行

11
）平
野
邦
雄
『
和
気
清
麻
呂
』（
人
物
叢
書
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
）。

12
）谷
戸
美
穂
子
「
和
気
清
麻
呂
の
『
伝
』
と
八
幡
神
」（『
古
代
文
学
』
三
九
、
一
九

九
九
年
）。

13
）櫛
木
謙
周
「
和
気
清
麻
呂
―
王
権
と
寺
院
建
立
」（
石
上
英
一
・
鎌
田
元
一
・
栄

原
永
遠
男
監
修
『

古
代
の
人
物
③

平
城
京
の
落
日
』
所
収
、
二
〇
〇
五
年
、

清
文
堂
）。

14
）谷
戸
前
掲
注

12
）論
文
。

15
）水
野
柳
太
郎
「
道
照
伝
考
」（『
奈
良
史
学
』
第
一
号
、
一
九
八
三
年
）、
同
「
行

基
の
大
仏
勧
進
記
事
を
め
ぐ
っ
て
―
『
続
日
本
紀
』
巻
十
五
天
平
十
五
年
十
月
乙

酉
条
―
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
第
三
〇
〇
号
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
。

16
）①
『
日
本
紀
略
』
延
暦
十
四
年
（
七
九
五
）
十
月
癸
巳
（
卅
日
）
条
。

癸
巳
。
縫
殿
助
板
茂
連
浜
主
、
式
部
少
輔
和
気
朝
臣
広
世
、
有

勅
、
特
令

両
人

帯
剣
。

②
『
日
本
後
紀
』
巻
八
延
暦
十
八
年
（
七
九
九
）
四
月
癸
未
（
九
日
）
条
。

起

従
五
位
下
和
気
朝
臣
広
世

復

本
官
。

③
『
日
本
後
紀
』
巻
八
延
暦
十
八
年
（
七
九
九
）
九
月
辛
亥
（
十
日
）
条
。

式
部
少
輔
従
五
位
下
和
気
朝
臣
広
世
為

兼
阿
波
守
。

④
『
日
本
後
紀
』
巻
八
延
暦
十
八
年
（
七
九
九
）
十
二
月
丁
酉
（
廿
八
日
）
条

丁
酉
。
式
部
少
輔
従
五
位
下
和
気
朝
臣
広
世
言
。
亡
考
清
麻
呂
平
生
常
言
。
身

食

厚
禄
。
無

益

於
公
。
兼
忝

国
造
。
無

徳

於
民
。
懐
抱
恋
恋
。
願

念

故
郷
。
憐

彼
窮
民
。
不

能

忘
焉
。
願
以

私
墾
田

百
町
。
擬

和
気
。
盤
梨
。

赤
坂
。
邑
久
。
上
道
。
三
野
。
津
高
。
児
島
等
八
郡
卅
余
郷
賑
救
之
分
。
然
一

処
混
置
。
諸
郷
難

及
。
若
遭

班
田
。
奏
聞
。
以

此
墾
田
。
班

田
口
分
。
彼

郷
分
田
量
換
。
置

名
為

賑
救
田
。
以
仍

其
地
子
。
季
夏
之
月
。
賑

給
飢
人
。

以
救

民
命
。
以
報

国
恩
。
𨻶
駒
不

駐
。
所
願
未

果
。
仍
表

先
志
。
許

之
。

⑤
『
日
本
後
紀
』
巻
十
三
延
暦
廿
四
年
（
八
〇
五
乙
酉
）
十
月
己
亥
（
四
日
）
条

従
五
位
上
和
気
朝
臣
広
世
為

美
作
守
。

⑥
『
日
本
後
紀
』
巻
十
三
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
二
月
庚
戌
（
十
六
日
）
条

従
五
位
上
和
気
朝
臣
広
世
為

式
部
大
輔
。
大
学
頭
美
作
守
如

故
。

一
三
六

宇
佐
八
幡
と
一
切
経
（
牧

伸
行
）



⑦
『
日
本
後
紀
』
巻
十
三
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
四
月
丙
午
（
十
三
日
）
条

是
日
。
従
四
位
下
藤
原
朝
臣
緒
嗣
。
秋
篠
朝
臣
安
人
授
従
四
位
上
。
従
五
位
上

和
気
朝
臣
広
世
。
石
川
朝
臣
河
主
正
五
位
下
。
従
五
位
下
平
群
朝
臣
真
常
。
池

田
朝
臣
春
野
従
五
位
上
。
並
以
下
奉

侍
先
帝
。
兼
監

護
山
陵
上
也
。

⑧
『
日
本
後
紀
』
巻
十
三
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
四
月
丁
未
（
十
四
日
）
条

丁
未
。

位
和
気
朝
臣
嗣
子
授

従
五
位
下
。
正
五
位
下
和
気
朝
臣
広
世
之
母

也
。
広
世
請

以

位
譲

母
。
上
愍

其
志
。
故
有

此
授
。

⑨
『
日
本
後
紀
』
巻
十
三
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
五
月
甲
子
朔
条

正
五
位
下
和
気
朝
臣
広
世
為

左
中
弁
。
大
学
頭
美
作
守
如

故
。

17
）『
日
本
後
紀
』
巻
八
延
暦
十
八
年
（
七
九
九
）
十
二
月
丁
酉
（
廿
八
日
）
条
。

丁
酉
。
式
部
少
輔
従
五
位
下
和
気
朝
臣
広
世
言
。
亡
考
清
麻
呂
平
生
常
言
。

身
食

厚
禄
。
無

益

於
公
。
兼
忝

国
造
。
無

徳

於
民
。
懐
抱
恋
恋
。

願

念
故
郷
。
憐

彼
窮
民
。
不

能

忘
焉
。
願
以

私
墾
田

百
町
。
擬

和

気
。
盤
梨
。
赤
坂
。
邑
久
。
上
道
。
三
野
。
津
高
。
児
島
等
八
郡
卅
余
郷
賑

救
之
分
。
然

処
混
置
。
諸
郷
難

及
。
若
遭

班
田
。
奏
聞
。
以

此
墾
田
。

班

田
口
分
。
彼
郷
分
田
量
換
。
置

名
為

賑
救
田
。
以
仍

其
地
子
。
季
夏

之
月
。
賑

給
飢
人
。
以
救

民
命
。
以
報

国
恩
。
𨻶
駒
不

駐
。
所
願
未

果
。
仍
表

先
志
。
許

之
。

18
）『
日
本
後
紀
』
巻
十
三
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
四
月
丁
未
（
十
四
日
）
条
。

丁
未
。

位
和
気
朝
臣
嗣
子
授

従
五
位
下
。
正
五
位
下
和
気
朝
臣
広
世
之

母
也
。
広
世
請

以

位
譲

母
。
上
愍

其
志
。
故
有

此
授
。

19
）中
西
康
裕
「
道
鏡
事
件
」（『
続
日
本
紀
と
奈
良
朝
の
政
変
』、
吉
川
弘
文
館
、
二

〇
〇
二
年
、
初
出
は
一
九
九
三
年
）。

20
）『
続
日
本
紀
』
巻
十
七
天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
十
二
月
丁
亥
（
廿
七
日
）
条

に
「
因
奉

大
神
一
品
。
比
咩
神
二
品

」
と
あ
る
。

21
）品
位
を
神
階
と
し
て
授
け
ら
れ
た
神
と
し
て
は
、『
三
代
実
録
』
巻
二
貞
観
元
年

（
八
五
九
）
正
月
廿
七
日

甲
申
条
に
「
廿
七
日
甲
申
。
京
畿
七
道
諸
神
進

階
及

新
叙
。
惣
二
百
六
十
七
社
」
と
あ
り
そ
の
中
で
「
奉

授

淡
路
國

品
勳
八
等
伊

佐
奈
岐
命
一
品
。
備
中
國
三
品
吉
備
都
彦
命
二
品

」
と
あ
る
。

22
）『
続
日
本
後
紀
』
巻
九
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
八
月
辛
亥
（
八
日
）
条
。

八
月
甲
辰
朔
辛
亥
。
詔
以

大
納
言
正
三
位
源
朝
臣
常

爲

右
大
臣
。
中
納
言
正

三
位
藤
原
朝
臣
愛
發
爲

大
納
言
。
權
中
納
言
從
三
位
藤
原
朝
臣
良
房
爲

中
納
言
。

丹
波
守
從
四
位
下
正
躬
王
。
右
大
弁
從
四
位
上
和
氣
朝
臣
眞
綱
並
爲

參
議
。

23
）『
続
日
本
後
紀
』
巻
十
六
承
和
十
三
年
（
八
四
六
）
九
月
乙
丑
（
廿
七
日
）
条
。

乙
丑
。
參
議
從
四
位
上
和
氣
朝
臣
眞
綱
卒
也
。
眞
綱
。
故
民
部
卿
從
三
位
清
麻
呂

之
第
五
子
也
。
眞
綱
禀
性
敦
厚
。
忠
孝
兼
資
。
執

事
之
中
。
未

嘗
邪
枉
。
少
遊

大
學
。
頗
讀

史
傳
。
弱
冠
補

文
章
生
。
延
暦
廿

年
始
預

官
班
。
任

内

人
。

大
同
四
年
遷

治
部
中
務
丞
。
弘
仁
六
年
叙

從
五
位
下
。
爾
來
三
代
。
經

歴
内

外
官
。
惣
是
卅
餘
員
。
左
右
大
少
弁
。
左
右
中
少
將
。
凡

清
要
之
地
莫

不

渉

。
爾
乃
爵
止

於
從
四
位
。
官
登

於
平
章
事
。
加
以
道
心
有

素
。
佛
乘
是

。

天
台
眞
言
兩
宗
建
立
者
。
眞
綱
及
其
兄
但
馬
守
廣
世
兩
人
之
力
也
。
又
爲

左
近

衛
次
將

時
。
割

留
俸
分
。
兼
添

私
物
。
買

得
攝
津
國
良
田
。
納

之
厨
家
。

有

箪

投

河
之
義
。
士
卒
補

疲
。
于

今
頼

之
。
情
切

助

公
。
於

焉
可

見
。
但
禍
福
糾
纒
。
倚
伏
難

量
。
至

當
年
春
夏
際
。
法
隆
寺
僧
善
愷
。
告

少

納
言
從
五
位
下
登
美
眞
人
直
名
所

犯
之
罪
。
官
欲
三
任

理

其
訴
訟
。
而
同

僚
中
有

援

引
直
名

者
。
翻
以

傍
官

誣
爲

許

容
違
法
之
訴
。
先
令

明
法

博
士
等

許
容
之
罪
。
博
士
等
有

所

畏
避
。
不

曾
正
言
。
箕
星
畢
星
。
所

好
各
異
。
公
罪
私
罪
。
其
論
不

同
。
於

是
眞
綱
自
謂
。
塵
起
之
路
。
行
人
掩

目
。
枉
判
之

。
孤
直
何
益
。
不

如
去

職
。
早
入

冥
冥
。
固

山
門
。
無

病
而
卒
。
時
年
六
十
四
。

24
）宇
佐
使
に
つ
い
て
は
『
侍
中
群
要
』
巻
八
「
諸
使
事
」
に
「
宇
佐
使
殿
上
五
位
神

祇
卜
部
官
符
御
牒
御
即
位
時
和
気
氏

五
位
」
と
あ
り
、
和
気
氏
で
五
位
の
も
の

が
天
皇
即
位
に
際
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
た
。

25
）『
続
日
本
後
紀
』
巻
一
天
長
十
年
（
八
三
三
）
四
月
壬
戌
（
五
日
）
条
。

壬
戌
。
遣

從
四
位
下
行
伊
豫
權
守
和
氣
朝
臣
眞
綱
。
奉

御
劔
幣
帛
於
八
幡
大

菩
薩
宮
及
香
椎
廟
。
告

新
即

位
也
。

（
ま
き

の
ぶ
ゆ
き

非
常
勤
講
師
）

二
〇
一
三
年
十
一
月
十
五
日
受
理

一
三
七

佛
教
大
学

歴
史
学
部
論
集

第
四
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）


